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論文

　2024 年 6 月初旬、5 年に一度の欧州議会選挙が 27 加
盟国で実施された。EC 時代から数えて 10 回目の選挙
となる。2020 年の BREXIT 後初の選挙で、総議席数
は 720 議席となった。会派別 3 では、EPP が引き続き
最大会派で議席数のほか議席占有率が微かに増え、極
右グループでは PfE が増加、ECR が微増し、ESN が
結成されたが議席獲得には至らなかった。中道右派
の Renew Europe は減少、左派グループでは S&D と
Greens/ EFA が微減、The Left が微増となった（詳細
は表 1 ～ 3 参照）。国別の違いはあるものの、全体とし

ては EPP・極右グループの拡大で右の風が吹いた選挙
という報道が目立った。投票率は国によりばらつきが大
きく、最大値はベルギーの 89.01％、最低値はハンガリー
の 21.35% で、平均値は 50.74%（前回比 +0.88 ポイント）
と大きな変化は見られない 4。
　欧州議会は 1979 年から直接選挙を開始し加盟国市民
の声を反映させる機能を持った。当初の役割は限定的
だったが、2009 年に発効したリスボン条約によって法
的権限を大幅拡大した（辰巳 2007）。Hix らは「EU 法
の修正および拒否する権限を持つだけでなく、法案を提
出する欧州委員会の構成や政治的方向性にも影響を与え
るようになった」（2012: 3）と指摘する。その結果、「欧
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変化、国政選挙と欧州議会選挙の関係、北欧市民の関心という複合的な視点から、左派小政党大躍進の背景を検討し、北欧市

民が EU に何を期待しているのかを考察する。
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州議会が立法をめぐり会派間で対立したり、連立を組む
など通常の議会と同様の様相を呈しつつある」と述べ
る（Hix ら 2012: 23）。会派が候補者を選出できないな
ど特殊な性格を有するが、欧州議会の運営は国家間から
政党間の調整に変化し、政党政治が定着した（ibid.5）。
今回の欧州議会選挙の主な争点は、EU としての防衛政
策、ウクライナ支援、気候変動、移民問題などへの危機
への対応であった（Krastev & Leonard 2024）。欧州議
会選挙にも Lipset と Rokkan の「クリーヴィッジ理論」
が適用されるという Hix らの見解に合致する（Hix ら 
2012: 9）。
　本稿では、北欧諸国の EU 加盟国、すなわちデンマー
ク（1973 年加盟）、スウェーデン（1995 年加盟）、フィ
ンランド（1995 年加盟）の３ヶ国の選挙結果に焦点を
当て、先行研究、世論調査、新聞等の報道から内容を
分析するとともに北欧各国の市民が EU に何を期待し
ているのかを検討する。中道右派の Renew Europe と
中道左派の S&D については、３ヶ国とも議席・得票
率を減らし、EU 全体の傾向と合致している。右派グ
ループでは、EPP は、得票率はもともと大きくなかっ
たもののスウェーデンでは大幅後退、フィンランドでは
増加、デンマークでも増となった。穏健な極右の ECR
はそれぞれの国で得票率が減少した。全体に占める割
合も非常に小さい。デンマークのデンマーク国民党が
Orbán Viktor が主導した「欧州の愛国者」に加盟したが、
ESN に所属する政党はない。Greens/ EFA はデンマー
クとスウェーデンで大幅に躍進、フィンランドでは停滞
した。The Left はデンマークでは停滞したが、スウェー
デンとフィンランドでは大幅増となった。デンマークで
は社会主義国民党 5 が第 1 党に、スウェーデンでは環境
党が第 3 党になり、フィンランドでは左派同盟が第 3 党
の座に就いた。国や政党別の細かい違いはあるが、右が
伸び、左が苦戦したという単純な構図は北欧には当ては
まらない。
　投票の結果は、ヨーロッパを取り巻く環境、欧州議会
の権限強化など EU 内部の変化、各国の国内政治が重層
的に関与していると考えられる。
　国内政治の影響という点では、これまで欧州議会選挙
の結果は、非政権選択選挙を有権者が重要な選挙でない
と認識する「二次的選挙」（second-order election）モデ
ルによって説明されてきた。二次的選挙では「投票率が
低い、政府の業績に対する評価が政権与党の戦績に反映
されやすい」（今井・日野 2012）等の結果になる。二次
的選挙と国政選挙とのタイミングが重要な説明変数とな

り、例えば、欧州議会選挙が国政選挙サイクルの狭間で
実施されると、小政党が躍進し、大政党や政権与党が後
退する傾向がみられる（Hix & Marsh 2007）。また、国
政選挙直後に実施されると政権与党に追い風が吹くが、
政権が終盤になるタイミングで実施されると不満を持つ
有権者が政権与党にペナルティーを科す可能性が高くな
る（Berg 2019, Hix ら 2012）。また、国政選挙とのタイ
ミングだけでなく、EU に対する個人的態度や、重視す
る争点なども政党選択に影響を及ぼすという二次的選挙
モデルへの批判も見られる（Berg 2019）。
　これらの議論を踏まえ、本稿では、国政選挙や国内政
権に注目しつつ、同時に EU の動向と北欧市民の EU へ
の期待を踏まえて複合的な分析を試みる。北欧市民は
EU に何を求めているのか、右派はなぜそれほど力を持
たなかったのか、左派小政党がなぜ躍進したのかという
問いを中心に、各国について政治動向や EU の評価など
質的に考察した上で、３ヶ国の結果が示すことを帰納的
に検討する。

表１　政党別・欧州議会グループ別に見た 2024 年欧州議会
選挙の結果（デンマーク）
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２―１　デンマーク
　2024 年の欧州議会選挙でのデンマークの割り当て議
席は 13 議席から 15 議席に増加した。得票率が多かった
順に社会主義国民党 17.42%（Greens/ EFA 3 議席）、社
会民主党 15.57％（S&D 3 議席）、左党 614.72%（Renew 
Europe 2 議席）、保守党 8.84%（EPP 1 議席）、デンマー
ク民主党 7.39%（ECR 1 議席）、急進左派党（ラディケー
リ）7.08%、（Renew Europe 1 議席）、赤緑連合 7.04%（The 
Left 1 議席）、自由同盟 6.95% （EPP 1 議席）、デンマー
ク国民党 6.37%（PfE 1 議席）、穏健党 5.95% （Renew 
Europe 1 議席）となっている（表１）。20％以上の得票
率を獲得した政党はなく、多数の政党に票が分散してい
ることがわかる。10 政党が議席を得た。2019 年選挙で
は 7 政党が議席を得て、左党と社会民主党が 20％以上
の得票率を得ており、これ以降の政党再編の影響が見ら
れる。
　会派別では、EPP は１議席増の２議席獲得し、う
ち保守党が１議席、自由同盟が１議席となっている。
S&D は変わらず３議席である。デンマーク国民党が１
議席獲得し、北欧で唯一 PfE のメンバーとなっている。
ECR のメンバーとしてはデンマーク民主党が１議席獲
得している。Renew Europe の会派では、左党が２議席、
急進左派党が１議席、穏健党が１議席、計４議席獲得し
最大会派となっている。Greens/ EFA は社会主義国民
党が 3 議席獲得し、The Left では赤緑連合が１議席獲
得した。得票率で社会主義国民党が最大得票を得たこと、
デンマーク国民党が Orbán Viktor の「欧州の愛国者」
への参加を決めたことなどに注目が集まった。

（１）デンマーク市民にとっての EU
　2023 年に実施された Eurobarometer の調査では、「デ
ンマーク人回答者の 86％が欧州議会選挙に投票する意
思があり」7、「88％のデンマーク人が、将来デンマーク
が EU 離脱を選択してもうまく対応できるという意見に
完全に反対もしくはどちらかという反対」8 という意見
を示した。もともと左派中心に勢いのあった EU 懐疑論
は縮小傾向で、現実的に EU とデンマークの関係を考え
る見方が強まっている。
　デンマーク経済は好調で、移民も含めて失業率は低く、
労働力の 12％は他の EU 諸国出身者が占めている 9。主要
産業の 1 つである農業を含めた同国の経済にとって EU と

表２　政党別・欧州議会グループ別に見た 2024 年欧州議会
選挙の結果（スウェーデン）

表３　政党別・欧州議会グループ別に見た 2024 年欧州議会
選挙の結果（フィンランド）
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2　北欧３ヶ国の分析
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の良好な関係は不可欠となっている。すでに、2019 年
全国紙 Information が欧州議会選挙で懐疑論が「消滅」
したと論じた 10。BREXIT とその後のイギリスの状況
が教訓となり EU との現実路線に賛同する後押しになっ
ている。EU に残るべきか、出るべきかではなく、EU
枠内で何をすべきかに論点が推移している。懐疑論の
担い手は左派から右派に変化し縮小している。左派懐
疑派の「福祉縮小への懸念」は EU のヨーロッパ化も
しくはスカンジナビア化によって解消されつつある 11。
Information はまた、デンマークは「ナショナリストで
あり、かつ国際主義者である」という見解を示している。
EU そのものの賛否よりも EU の具体的な政策に注目が
集まっている。同紙はまた 2024 年の欧州議会選挙につ
いて、ヨーロッパ全体での右派台頭の危機感や、気候変
動の危機、大企業の規制への関与という点が、デンマー
クにとって重要であることを指摘している 12。

（２）2024 年選挙結果をどう見るか
　（1）ではデンマークと EU との関係性に変化が見られ
ることを示した。次に、2024 年選挙の結果から各政党
の動向に焦点を当て、同国における欧州議会選挙の結果
を明らかにしたい。欧州議会選挙の争点としてさまざま
な危機への関心が挙げられる。危機としては経済、安
全保障、健康や福祉、気候変動、移民問題などが想定さ
れた（Krastev & Leonard, 2024）。国際情勢の影響や、
EU への関心、国内の関心がどのように選挙結果に表れ
たのかに注目する。中心となる問いは、デンマーク市民
が EU に、そして欧州議会選挙に何を求めたのかである。
極右や右派は拡大したのか、左派はなぜ拡大したのかを
問う。
　Mette Frederiksen 率いる社会民主党多数派政権は
2019 年に発足し、2022 年選挙でも引き続き政権の座を
維持した。社会民主党 50 議席、左党 23 議席、穏健党
1316 議席が議席を獲得している。「二次的選挙」という
点では国政選挙から 2 年以上経ち「抗議」傾向（Hix & 
Marsh 2007）が強まるタイミングで欧州議会選挙が実
施された。政党の分裂という要因もあるが 20％以上の
得票率を有した社会民主党と左党がいずれも前回選挙に
比べて得票率減となっているのは現政権への批判的な評
価が含まれている可能性が高い。一方、強い求心力を示
した政党は見られず政党再編期の影響も見られる。
　
極右は拡大したのか
　デンマーク国民党は 2019 年選挙の得票率 10.76％から

6.37% に減少し、1 議席を獲得、7 月に Orbán 率いる「欧
州の愛国者」（PfE）に参加表明をしたことで世間を騒
がせた。デンマーク国民党が極右政党として急進化しつ
つあるというより、Orbán 側が会派発足にあたって７ヶ
国以上、23 人以上の参加を求める最少阻止条項を満た
したかったという見方が現実的である。デンマーク民主
党は左党の内紛により 2022 年 Inger Støjberg 率いるデ
ンマーク民主党が発足し 7.39% の得票率を得て ECR に
参加している。
　2 党を合わせると得票率は 13％強となり、前回選挙よ
り微増している。極右が躍進する可能性も指摘されてい
たが、蓋を開けてみれば抑制的な結果に留まった。デン
マーク民主党の Støjberg は左党時代から反移民強硬路
線を掲げるが、EU からの離脱は明言していない。高齢
者を中心とした古き良き時代へのノスタルジーを求心力
にしている。デンマーク民主党は反移民、反環境主義を
掲げ農業を推進する。比較的年齢層が高く、男性中心の
高等教育を受けていない労働者層の支持を集めている。
Støjberg は同会派で要職を得た。
　デンマーク国民党とデンマーク民主党に協力体制はな
く、その他多くの極右小政党が乱立した今回の選挙で、
デンマークの極右政党が力を持つ結果とはならなかっ
た。政党の再編期を経て、極右政党がどのような形で収
斂していくのか今後注視する必要がある。

右派および中道右派の動向
　保守党は 2019 年 6.18% の得票率だったが、今回の選
挙では 8.84% を獲得した。並行して 2007 年に結党した
自由同盟が得票率 6.95% で急進的な新自由主義・リバタ
リアン路線を封印し EPP への参加を決めた。次期国政
選挙を見据えた判断であった。
　中道右派の左党は、2019 年選挙で 23.50% と最大得票
率を獲得したが、今回は 14.72% と第 3 党の結果で大幅
に支持を減らした。その理由として前首相 Rasmussen
率いる穏健党の結党がある。つまり党の分裂である。右
派の分裂やスピンアウトが目立つ状況である。穏健党の
得票率は 5.95% で、両党を合わせれば前回選挙と比べ数
ポイントのみの減少となっている。政権与党への評価と
いう点を踏まえると妥当な結果と考えられる。同党候補
者 Morten Løkkegaard は、得票数 17 万 4,048 票で 2 位
と人気があった点に留意したい。政党の支持よりも個人
の人気の強さが表れている。デンマークの右ブロックの
政党は右派を名乗りつつも福祉国家の解消は想定してお
らず、主な主張は反移民となっている。また EU の離脱
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については消極的である。EU 議会そのものの重要性よ
りも国内政治の影響や駆け引きが結果に表れていると考
えられる。

左派の躍進？
　議会第 1 党の社会民主党は、2019 年選挙では 21.48％
の得票率だったが、今回は 15.57％と支持の減少が見ら
れ、Frederiksen 政権の人気のなさが反映されている。
これは二次的選挙の影響と考えられ、現政権への抗議的
態度の表れといえるだろう。
　左ブロックでは社会主義国民党の躍進が見られた。
2019 年選 挙 では、 得 票 率 13.23% で 第 3 党 だったが
17.42% を獲得し第 1 党の座に就いた。同党躍進の理由と
して、2019 年選挙時に 21 歳という史上最年少で当選した
コペンハーゲン大学の学生（当時）、副党首 Kira Marie 
Peter-Hansen の人気があった。彼女は 17 万 8,438 票とい
う最多票を得た。特に首都コペンハーゲンの若い世代の支
持を強く得た 14。この層は、環境問題を最重要課題の 1 つ
と考える。スターの存在が、社会主義国民党の伸長を後押
しした。党自体は次回選挙後も与党入りを果たすことが目
標で、社会民主党に接近し、農業政策での妥協も見られ、
現実路線を選択している。一方、赤緑連合は妥協なき気候
変動政策を主張し票を伸ばした。2019 年選挙時の得票率
5.51％から7.04% と微増となった。
　社会主義国民党と赤緑連合の躍進の背景には、環境問
題や気候変動の危機感への関心、右派の抑制、スターの
存在、左派の EU 観の変化、懐疑論から現実主義へのシ
フト、政権野党として与党のオルターナティブとしての
存在感が挙げられる。

（３）小括
　BREXIT の影響もあり 2019 年選挙時よりも懐疑論は
衰退し、EU が重要なパートナーであるという現実主義
を踏まえた選挙結果であった。EU 主導の政策への具体
的かつ積極的な関与が重要な動機となっている。一方で、
欧州議会選挙は、国内選挙より重要度が低い。新党設立
や小党乱立、政党の分裂の影響など国内政治の状況も反
映され、現政権への消極的な評価も結果に反映され野党
の得票率が増加傾向となった。次の選挙を見据えた政治
的判断も見られた。その中で、極右政党は EU 全体のよ
うな拡大には至らず、左派ブロック、特に環境政党の伸
長が目立った。

２―２　スウェーデン
　2024 年の欧州議会選挙でのスウェーデンの割り当て
議席は 20 議席から 21 議席に増加した。デンマークや
フィンランドと同様、スウェーデンにおいても EU 全
体の動向とは異なり、穏健な極右とされるスウェーデ
ン民主党が後退する一方、環境党と左党の得票率が伸
びている（表２）。得票率で見た場合の最大の勝者は左
党である。
　このような選挙結果となった要因について、鈴木

（2024）は、暫定なものとしつつ次の諸点を指摘する。
まず、スウェーデン民主党が得票数を減らした背景と
して、投票日１ヶ月前に発覚した同党による世論操作
スキャンダルと、今回の選挙で有権者が「移民 / 難
民」政策をさほど重視しなかった点を挙げる。また、
環境党の議席増については、有権者が「気候」や「環
境」を重視したことのほか、左党との共通項として「ス
ウェーデンの有権者が欧州議会選挙を他の政党を試す
機会ととらえ、国政選挙と投票先を変える傾向がある」
点を指摘している。
　以下では、この鈴木（2024）の説明を踏まえつつ、
有権者の投票行動の観点から今回の選挙結果について
検討を加えることとする。

（１）スウェーデン市民にとっての EU
　スウェーデンの EU 加盟（1995 年）について、その
前年に実施された国民投票では僅差で支持されたに過
ぎない。加盟後 30 年近く経過し、市民の EU 観は変化
している。

EU 支持は上昇傾向
　支持政党に関する調査（Partisympatiundersökningen、
スウェーデン統計局実施）によると、加盟翌年の 1996
年では EU 支持が約 30％、反対が約 50％であったが、
2001 〜 02 年の間に両者が逆転し、今回選挙の前年にあ
たる 2023 年には EU 支持が 60％、反 EU が 14％程度
になっている。2012 年半ば以降、EU 支持の割合が上
昇傾向にある。
　また、スウェーデンテレビが王立工科大学（KTH）や
イェーテボリ大学の研究者と実施しているValu 調査 15 に
よれば、2019 年選挙時と比較すると、左派政党（左党、
社会民主党、環境党）支持者のなかで EU 支持がわず
かに増加している。他方、EU 支持が最も低いのがス
ウェーデン民主党支持者層で、EU 離脱派と残留派がほ
ぼ同数であった 16。
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　なお、全体的には EU 支持が増えているとはいえ、
支持でも反対でもない（わからない）者が相当程度存
在することに留意する必要がある。投票率が上がりに
くくなる要因の 1 つとなる。統計局実施の上記調査

（2023 年実施）によれば、27％の者が「わからない」と
回答している。

投票者の EUへの期待
　EU Post-electoral survey 202417 によれば、投票した
理由（複数回答 3 つまで）で最多が「市民としての義
務だから」（62％）であり、それに「いつも投票して
いるから」（58％）、「投票することで変化をもたらす
ことができるから」（40％）が続く。EU 全体の結果と
比較して差が最も大きいのが「投票することで変化を
もたらすことができるから」であった（EU 全体では
18％）。関心のある政策について EU 議会に影響を及ぼ
したいという意思や、関心のある政策について変革の
期待を抱く有権者像がうかがえる。

（２）2024 年選挙結果をどう見るか
　では、2024 年選挙で環境党と左党が得票率を伸ばし
議席数を増やした 18 ことをどのように解釈すればよい
だろうか。ここでは有権者や国内政治に焦点を当てて
考察し、EU を取り巻く環境変化は有権者の認識の観点
から言及する。

環境問題への関心の高さ
　EU Post-electoral survey 2024 によれば、スウェー
デンの有権者が考える重要課題の上位 3 つは、「環境と
気候変動」（66％）、「民主主義と法治国家の原理」（57％）、

「国際情勢」（53％）である。「移民と難民」は 25％で６
番目に位置する 19。他方、EU 全体では「環境と気候変
動」が 28％（全体 5 位）、「民主主義と法治国家の原理」
が 32％（4 位）となっており、スウェーデンの有権者
は EU 全体の傾向とは異なる政策課題を志向している
ことがわかる。この点について、選挙研究を専門とす
る政治学者 Sören Holmberg は、スウェーデンテレビ
の報道番組において、環境党が支持された理由は「気
候や環境が有権者にとって重要な問題だったから」と
コメントしている 20。
　このように、環境問題への関心の高さが環境党の得
票率を上昇させたほか、左党にとっても追い風になっ
たと考えられる。元左党党首で、欧州議会選挙の同党
第 1 候補となった Jonas Sjöstedt が、「左党が躍進した

のは、他の政党と争うのではなく、目の前の問題、と
くに気候、雇用の安定、ガザとウクライナの戦争に
焦点を当てたことが大きい」と語っている（Dagens 
Nyheter 2024 年 6 月 11 日付記事）。

欧州の平和も重要
　Valu 調査において、投票先政党を決める際に最も重
要な課題は何かを尋ねたところ、最も重視する課題が

「欧州の平和」であった 21。気候変動・環境問題と同様、
EU レベルでの取組みが求められる課題として、「欧州
の平和」を求める有権者の存在も左派躍進を読み解く
鍵になるだろう。
　スウェーデンラジオの欧州議会選挙報道のなかで、
政治学者 Henrik Ekengren Oscarsson は、左党が非ヨー
ロッパ系有権者の間で強い支持を得ていることについ
て 2 つの明確な理由があると指摘する 22。1 つは、左党
が、移民が多く住む地域で積極的に選挙活動を行った
こと、2 点目としては、左党がイスラエルとパレスチナ
の紛争について多くのキャンペーンを展開したことで
ある。また、同じ報道番組のなかで、エスキルスチュー
ナ在住の有権者が、左党支持の理由として、「気候変動
に一票を投じる。 同時に、政治家がガザで起きている
ことを取り上げないのは不公平だ。 ウクライナについ
てはよく取り上げるのに、中東で起きていることは語
られない」と語っている。
　エスキルスチューナは住民のほとんどが外国にバッ
クグラウンドを持つという特徴を有している。そのほ
か非ヨーロッパ系住民が多く住むいくつかの地域では、
左党が約 50％の票を獲得している。スウェーデン全国
で見ても非ヨーロッパ系有権者に限ると左党の得票率
は 20％ポイント上昇している。

国内政治との関係
　今回の選挙は、2022 年国政選挙と 26 年国政選挙の
ちょうど狭間で実施された。2022 年国政選挙では集団
犯罪や移民政策のほか高騰する生活費（光熱費）が争
点となり、スウェーデン民主党が議席数で議会第 2 党
に躍進して話題になった。それゆえ、伝統的な右も左
も絶対多数にはならず、中道右派政党（穏健党、キリ
スト教民主党および自由党）はスウェーデン民主党と
政策協定（Tidöavtalet）を締結することで内閣を樹立
し、スウェーデン民主党は閣外から強い影響力を行使
している。移民・統合政策は厳格化の方向に転じ、移
民の帰還手当を大幅増額する等の措置が講じられてい
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る。新規移民数も減少している（OECD 2024）。
　このような移民政策の進展は政権与党の「実績」と
捉えられていない可能性がある。イェーテボリ大学
SOM-institutet の世論調査によると、「政府に対する評
価」は、2023 年にはその前年の評価を逆転させ、「悪い」
が 46％、「良い」が 20％となっている（SOM-institutet 
2024）。鈴木（2024）が指摘するように、スウェーデン
民主党への支持が変わらないとするなら、政権与党が
欧州議会選挙で得票を減らしたのは、国政選挙の狭間
ですでに、有権者のペナルティーが科されたと考えら
れる。もっとも、有権者にとって、「移民政策」はかつ
てほど関心を集める課題ではなくなっていることは重
要だ。
　他方、社会民主党も議席数は 5 を維持したものの、
得票率は低下している。二次的選挙モデルによると「大
政党が後退する」ケースに当てはまる。社会民主党の
支持層が左党や環境党に流れたこと、その背景には、
ストックホルムのイェルヴァ地区に住む有権者が「以
前は社会民主党に投票していたが、社会民主党では何
も状況が変わらない。だから左党に投票した。左党は
若者の味方だから」と話したように、2022 年まで政
権与党であった社会民主党に対するペナルティーでも
あった可能性も考えられる。社会民主党とスウェーデ
ン民主党については、欧州議会選挙日当日には、いずれ
かの政党に国政選挙時に投票した者計 250 万人近くが、
投票所に行かず、自宅に留まったとの報道もある 23。
　左党への支持の高まりは、先に述べたように争点選
択に成功したことのほか、国内政治での躍進を狙った
方針転換が功を奏したといえるだろう。かつてスウェー
デン民主党と並び EU 離脱を党是としていた左党は、
将来の社会民主党との連立政権樹立を目指し、より多
くの有権者の支持を集める方向に転換している。2024
年 5 月の党大会で、EU 離脱方針を取り下げ、EU 内で
の影響力を持つことを目指すなど 20 年ぶりに党綱領
を見直している。いまや左党支持者内の EU 賛成派は
54％に上っている状況にある。すでに見たとおり、ス
ウェーデンの有権者に占める EU 賛成派は増加傾向に
ある。欧州議会選挙で勝利するなら、親 EU 政党が有
利である。今回躍進した環境党は親 EU 政党であり、
左党もそこに接近しているといえる。

（３）小括
　さて、2019 年選挙と比較しつつ、小括を述べる。19
年選挙時では、極右政党が得意とする「移民」を重視

する有権者割合が 42％（4 位）と 24 年選挙より高かっ
たが、最重要課題は「気候変動・環境」（68％）であり、
それに「人権と民主主義」（61％）が続く （Post-electoral 
survey 2019）。また、投票理由の「投票することで変
化をもたらすことができるから」（43％）がスウェーデ
ンでは 3 位と、EU 全体の 18％を大きく上回っている。
これらは 24 年選挙と概ね同じである。
　しかし、選挙結果が大きく相違している。すなわち、
19 年選挙でスウェーデン民主党が得票率を大きく伸ば
し（9.67％から 15.34％へ）、第 3 党となった。一方の環
境党は得票率が大幅に低下し、議席数は 4 から 2 に減っ
た。EU 全体では反 EU、環境政党、リベラル政党グルー
プが拡大するなか、スウェーデンはまた「独自の道」
を行く。
　2024 年選挙でスウェーデン民主党が票を減らしたの
は、鈴木（2024）が指摘するとおり、有権者の関心度
において「移民政策」が順位を落としたこと、そこに
選挙前の世論操作スキャンダル発覚が作用した点が大
きいと言えるだろう。
　他方、環境党と左党が躍進した背景として、2019 年
選挙時との状況の相違点に着目するならば、やはり「欧
州の平和」を重視するという、もう 1 つのスウェーデ
ン有権者の変わらぬ志向や期待は看過できない。ロシ
アによるウクライナ侵攻が 2022 年に始まり、それを受
けてフィンランドとともに NATO 加盟へとこれまでの
中立路線を大きく転換させた。国政選挙の狭間で、「欧
州の平和」を揺るがす事態が起きていたのである。
　「欧州の平和」の捉え方は有権者により異なると推測
される。ウクライナ問題を重要と考える者もいれば、
パレスチナ問題を優先させる者もいるだろう。しかし、
いずれもスウェーデンで対処可能な課題ではなく、EU
がいかに機能するかにかかっている。EU 加盟後 30 年
を経過し、労働市場や産業など国内問題を欧州と切り
離すことができなくなっている現在、有権者の課題認
識のフロンティアはスウェーデン国境あるいは北欧圏
から、EU 圏域へと拡大する。この傾向は、欧州議会の
有権者に移民のバックグラウンドを持つ者が増えるこ
とでも加速すると考えられる。

２―３　フィンランド
　2024 年の欧州議会選挙でのフィンランドの割り当て
議席は 14 議席から 15 議席となった（表３）。2023 年 4
月に国民連合党を第 1 党とする右派政権が発足し、真
のフィンランド人党 24、キリスト教民主党、スウェー
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デン語系国民党による４党連立政権となっている。社
会民主党を中心とする５党連立の中道左派政権から、
右に重心が移った。2022 年 5 月にスウェーデンと同時
に NATO 加盟申請をし、国政選挙の実施とほぼ同タイ
ミングの 2023 年 4 月に NATO 加盟が実現した。また
2024 年 1 月および 2 月に 6 年に一度の大統領選が実施
され、現大統領の Alexander Stubb（国民連合党）と
対抗馬の Pekka Haavisto（緑の党）が決選投票を競い
Stubb が勝利した。
　2024 年欧州議会選挙の特徴として、保守の国民連合
党の次に左派同盟が得票率 17.30％で第 2 党となったこ
とが挙げられる。EU 全体の傾向として見られた極右拡
大はフィンランドには見られず、極右の得票率は 10%
を切り、前回選挙から 6% 以上減少した。また、議員
15 人中 11 人、7 割以上が新任議員であること、その多
くが前政権の閣僚であったことなどが特徴的である。

（１）フィンランド市民にとっての EU
　Eurobarometer による調査では、79％のフィンランド人
が EU 加盟を有益だと感じていると回答し、EU 平均より
も7％高い結果となっている 25。1995 年にスウェーデンと
同時に EU に加盟し、今回が 7 回目の欧州議会選挙となっ
た。1994 年の国民投票では 56.9％が賛成、43.1％が反対
票を投じたが、強力な反 EU 政党の台頭は見られなかっ
た。北欧諸国の中では EU にもっとも開けた国であると評
価されている。1980 年代に発足した環境政党の緑の党や
EU 加盟時に発足した真のフィンランド人党が 2000 年代に
フィンランド政治に継続的に影響力を持つようになる。上
述の調査では、フィンランドの優先順位として防衛、民主
主義、気候変動が挙げられている26。95 年のEU 加盟もフィ
ンランドに西側諸国との政治的統合という安全保障上の目
的が見られたが（柴山 2011）、ロシアによるウクライナ侵攻、
NATO への加盟と、安全保障への関心が強まっていると
いえる。

（２）2024 年選挙結果をどう見るか
右派伸長と安全保障への関心
　投票率は 40.38% と前回選挙時 40.80％とほぼ変わらな
いが 27、国政選挙や大統領選挙で 70％以上、地方議会
選挙でも 50％程度の投票率であることを鑑みると、投票
率の低さが目立つ。国政と比べると EU 政治への関心が
低い結果といえる。最大の得票率を得た国民連合党は得
票率 24.80% で前回選挙よりも 4% 増、引き続き第 1 党と
なった。前年に発足した国民連合党右派連立政権は緊縮

財政を敢行し、不満の声が上がる一方、ロシアによるウク
ライナ侵攻に対し安全保障上の懸念から「ヨーロッパの結
束」、「強いヨーロッパ」を求める声が強い。「二次的選挙」
は国民連合党にはマイナスに働かなかったが、真のフィン
ランド人党は得票率を大幅に減らした。欧州議会選挙のタ
イミングが国政選挙の約 1 年後と比較的近接していること
と、年初の大統領選挙が国民連合党に優位に働いたと考
えられる。
　一方、真のフィンランド人党に対しては、与党に入ったポ
ピュリズム政党への批判や幻滅が支持を減らし、また同党
自身も主たる関心は国内政治にあると考えられる。政治に
強い関心を持たず、生活に不満を持つ層が選挙に行かな
かった結果ともいえるだろう。国内政治の状況と同様に、
また EU 全体の傾向とも合致して中央党は苦戦を強いられ
た。フィンランドでも右と左に支持が割れる傾向にあった。

左派同盟の躍進
　左ブロックでは社会民主党の得票率はほぼ変わらず、緑
の党が減、左派同盟が大幅増という結果になった。緑の
党は、他の政党が「緑化」する中で差別化ができず国政
選挙でも停滞が見られる。一方、得票率 17.30% で第 2 党
につけた左派同盟の躍進は、党首（当時）Li Andersson
への投票が多かったことが理由として挙げられる。個人で
24 万票以上を獲得し、個人の得票数としてフィンランド政
治史上最高記録を大幅に塗り替えた。Andersson は小政
党の党首ながら、ぶれずに冷静に議論を進めると評判で、
人気が高い。本人は自身のブログで、勝利の背景には左
派同盟への信頼があると表現した。一方、真のフィンラン
ド人党の後退については、言葉と行動が合致せず「信頼が
ない」ためと指摘した 28。前政権では教育大臣を務めた。
Andersson の勝利の背景として、欧州議会選挙が全国区
で票を集めやすいことも指摘されている 29。

候補者・当選者の変化
　前述の Andersson も含め、今回の選挙結果の特徴と
して新任議員が多かったことが挙げられる。15 人中新
任 11 名、再任 4 名であった。さらに新任候補者には、
候補時点での党首が 3 名、スキャンダルで辞任した元党
首が 1 名、この 4 名はいずれも前政権で閣僚を務めてい
た。社会民主党の 5 党連立政権で、党首 5 名が女性であ
ることが話題になったが、そのうちの 3 名、辞任者を含
めると 4 名が含まれている。またロシアによるウクライ
ナ侵攻以降多くのテレビ番組等でコメントをして注目さ
れた国際問題研究所（FIIA）の所長（当時）で 1 月の
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大統領選に立候補した Mika Aaltola が　国民連合党か
ら出馬し当選した。ほかにも前政権での大臣経験者が複
数含まれている。
　欧州議会の議員は、EU 行政の専門家、国際的な政治
家のポストという見方が強かったが、前政権や直近の「有
名人」が多く立候補したのである。政権交代により野党
に回ったことや、国際政治キャリアの経験を積むこと、
国際的ネットワークを拡大することも議員の狙いとな
る。EU 専門家から、国内政治の延長線上としての EU
の舞台に進出する国内の有名政治家に変化が見られた。
Andersson の最大得票数や Aaltola の出馬は、大統領選
の影響力も考えられる。政党より個人を選ぶ傾向が強
まった選挙と評価できる。そういった意味では社会民主
党は目玉となる候補者を擁立できなかったともいえる。

（３）小括
　フィンランドでの欧州議会選挙は、現在第 1 党で、経
済立て直し、従来の NATO 加盟推進派である国民連合
党が最大得票率を獲得した。また左派同盟が第 2 党とな
り、同党史上最大の得票率および議席数を獲得した。右
と左に支持が明確に分布し、真のフィンランド人党、緑
の党、中央党は伸び悩んだ。EU に肯定的な状況で、新
たな変化として、新任が多く、通常支持する政党とは異
なる政党、つまり個人への投票が目立った。EU には肯
定的でありつつ、欧州議会選挙には無関心な層が一定程
度いる中で、極右支持は減少し、安全保障政策で存在感
を増す国民連合党と気候変動対策や極右の危うさを訴え
る左派同盟が勝者となった。

北欧市民の EU への関心
　まず世論調査から、大前提として３ヶ国に共通して

「EU 懐疑論の後退」が経年的に進んでいることが明ら
かになった。EU との政治経済関係は北欧諸国にとって
重要で、EU に留まるべきか、離脱するべきかという争
点は弱まり、EU で何ができるのかに関心が推移してい
る。デンマークの事例から BREXIT がこの傾向を後押
ししたことがわかる。また、リスボン条約の発効によっ
て欧州議会の権限が拡大し、実質的にも直接選挙によっ
て選ばれた各国の代表者の影響力が強まっていることも
挙げられる。EU への関心は、EU そのものよりも、具
体的な諸政策への関与に移行していると考えられる。
　一方で、投票率は国政選挙に比べて大幅に低い。2024

年欧州議会選挙の投票率は、EU 平均 50.74% に対し、
デンマーク 58.25％、スウェーデン 53.39％、フィンラン
ド 40.38% となっており 30、いずれも自国における国政
選挙と比べると 20 ～ 30 ポイント低い。投票は大事だと
世論調査で回答する一方で、国外政治への「無関心」が
表れる結果となっている。フィンランドでは圧倒的に都
市部の投票率が高く、都市型政党優位の結果にもつな
がっている。非拘束名簿式を採用するデンマークとフィ
ンランドで特徴的だったのは、社会主義国民党と左派同
盟の若手のスターが最大得票数を獲得したことである。
政党ではなく、個人の人気が顕著だった。現実的な政策
を推進する点、国の代表という点で、従来の EU 専門の
政治家ではなく、国内政治の延長線上で主義主張が明確
で議論の能力の高い議員を有権者が選択している。

国内政治との関係
　二次的選挙モデルでは国政選挙との時間的な関係に着
目されるが、今回の欧州議会選挙は３ヶ国とも国政選挙
の狭間で実施されている。デンマークとスウェーデンに
ついては与党主要政党の減退が目立ち、現政権へのペナ
ルティーとして投票するという行動が見られた。フィン
ランドについては、与党第 1 党である国民連合党は、欧
州議会選挙でも得票率を拡大した。国政選挙から 1 年
数ヶ月後の選挙実施という短いタイミングのほか、同年
1 月・2 月に大統領選があり、国民連合党の Stubb の勝
利も影響していると考えられる。さらに、ロシアによる
ウクライナ戦争の影響として、地政学的な観点から同国
の警戒感や、EU との共通防衛戦略の重要性への関心も
うかがえる。国民連合党は長年 NATO 加盟推進派でも
あった。同国では議会第 2 党で政権入りした真のフィン
ランド人党は大幅に票を失った。
　一方、３ヶ国共通で野党に回っている左派小政党は、
フィンランドの緑の党を除き、大躍進となった。上述の
個人の人気という理由のほか、モデル通り欧州議会選挙
が左派小政党に有利に働いたといえる。フィンランドの
例は、国内でも人気が減退する同党への評価に変化がな
かったという理由のほか、左派ブロック内で左派同盟に
票が集中した結果とも考えられる。

会派別の動向
　上記の考察を踏まえ、最後に会派別の結果を改めて検
討する。なぜ極右がそれほどの力を持たなかったのかに
ついては、デンマークでは極右の分裂、スウェーデンでは
スキャンダル、フィンランドでは信頼の欠如という理由が挙

3　北欧市民と 2024 年欧州議会選挙
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げられたが、背景の 1 つには前述の懐疑論の衰退がある。
EU 脱退論・懐疑論は大きな声を持たなかったのである。
さらに、欧州の移民・難民問題が北欧ではそれほど差し
迫った状況ではないという点も考慮に値するだろう。OECD

（2024）によれば、北欧での新規移民数は近年減少傾向
にある。また、右派グループは、防衛政策や経済政策な
ど一定の関心はあるものの、政権への批判という点から得
票が伸び悩んだ。
　一方で、北欧での欧州議会選挙から見えてくる重要な争
点は「欧州の平和」31 である。欧州の平和は、小国である
北欧には民主主義や経済の危機という点で最優先課題と
なっている。防衛政策や強い経済という点では、欧州への
平和への関心は右派に一定程度プラスに働いた。また、人
権問題、民主主義の尊重という点では左派への期待が大
きい。今回の選挙は右と左に両極に正の作用をもたらし、
中道右派と中道左派の「中央」には負の作用をもたらした。
気候変動への関心も強く、受け皿となった党に違いはある
ものの、左派小政党を支持する声が強まった。左派の支持
は、極右や右派の急激な伸長への反対や不安の表れを反
映したものとも考えられるが、この点については、政党政
治の空間が国内のみならず EU 全体もしくは欧州議会に広
がり極右・右派の動きを牽制する動きとなったということも
考えられる。また、左派小政党の勝利については、党に対
する純粋な支持というよりも、右派への反発、政権への抗
議、スターの誕生、投票率の低さが功を奏するなど複合的
な要因が絡み合ってもたらされた結果であるとも解釈でき
る。したがって、今後の選挙においても左派小政党が得
票率を伸ばすか否かは、そのときどきの政治状況に大きく
依存すると考えられる。
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